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企画課企画調整係　☎0824-73-1128企画課企画調整係　☎0824-73-1128

項目 収支実績および今後の予測
令和元年度 ①下振れ ②標準 ③上振れ

売上高 A ６億4,576万円 ５億5,267万円 ６億54万円 ６億5,243万円
売上原価 B １億8,333万円 １億4,425万円 １億5,359万円 １億6,700万円

売上総利益（A-B） C ４億6,243万円 ４億842万円 ４億4,695万円 ４億8,543万円
販売費および一般管理費 D ４億8,341万円 ４億745万円 ４億2,500万円 ４億5,045万円
受託業務手数料支払い前

営業利益（C-D）※ E ▲2,098万円 97万円 2,195万円 3,498万円

取
得
の
必
要
性
の
判
断

⑴
市
民
が
憩
い
・
集
う
施
設

　

市
民
や
市
内
外
の
団
体
が
活
用
す
る
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
（
集
会
）
施
設
と
し
て
の
機
能
、

お
よ
び
良
質
な
温
泉
設
備
に
よ
る
健
康
増
進

施
設
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
今
後

も
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

⑵
地
域
経
済
へ
の
影
響

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
年
間
観
光
消
費
額
は

７
億
円
を
超
え
、
市
全
体
の
20
％
近
く
を
占

め
て
お
り
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
は
多
大
で

す
。

　

ま
た
、
60
人
余
り
の
市
民
が
従
業
員
と
し

て
働
い
て
お
り
、
雇
用
の
場
と
し
て
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶
観
光
施
策
の
推
進
に
与
え
る
影
響

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
宿
泊
者
数
は
、
年
間

３
万
人
以
上
で
あ
り
、
本
市
の
観
光
に
お
け

る
基
幹
的
な
宿
泊
施
設
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」

を
失
う
こ
と
は
観
光
施
策
へ
の
打
撃
と
な
る

た
め
、
こ
う
し
た
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑷
市
が
取
得
し
な
か
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク

　

市
が
譲
渡
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
、
日
本

郵
政
㈱
は
競
争
入
札
に
よ
り
、
海
外
資
本
も

含
め
、
広
く
売
却
先
を
募
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
民
間
事
業
者
な
ど
が
取
得
し
た
場

合
、
他
の
用
途
へ
の
変
更
や
、
不
採
算
と
な

っ
た
場
合
の
施
設
閉
鎖
な
ど
、
現
在
の
運
営

形
態
が
継
続
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑸
公
共
的
団
体
説
明
会
・
市
民
意
見
聴
取
の

　
実
施

　

令
和
２
年
３
月
、
市
内
の
各
種
公
共
的
団

体
に
対
し
、「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
に
係
る
説

明
会
」
を
実
施
し
、
合
計
37
団
体
が
参
加
し

ま
し
た
。
う
ち
29
団
体
か
ら
「
取
得
す
べ

き
・
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
８
団
体
か
ら
市
が
取
得

す
る
こ
と
を
求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
紙

に
関
係
資
料
を
公
表
し
、
市
民
か
ら
意
見
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
26
人
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
う
ち
16
人
か
ら
「
取
得
す
べ
き
・
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

⑹
専
門
家
に
よ
る
調
査
報
告

　

取
得
判
断
の
検
討
に
当
た
り
、
経
営
状
況

分
析
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
業
界

に
お
け
る
環
境
な
ど
、
専
門
家
に
調
査
を
委

託
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
回
避
・
近

距
離
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
た
こ
と

で
、
本
市
に
と
っ
て
追
い
風
と
な
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
の
観
光
に
お

け
る
中
心
的
な
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
地

元
に
愛
さ
れ
市
民
に
も
利
用
し
て
も
ら
え

る
「
庄
原
の
代
表
施
設
」
と
し
て
、
取
得
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

意
見
募
集

募
集
期
間

６
月
18
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

応
募
方
法

①
所
定
の
様
式
を
受
け
取
り
、
記

　

入
後
に
直
接
ま
た
は
郵
送
な
ど

　

に
よ
り
提
出

　

様
式
配
布
・
提
出
先

　

企
画
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
室

　

▪
郵
送
の
場
合

　
　

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

　
　

中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号　

　
　

庄
原
市
役
所
企
画
課
宛
て

②
所
定
の
様
式
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

　

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
提
出

　

様
式
保
存
先

　

▪
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.city.shobara.

　
　

hiroshim
a.jp/m

ain/

　
　

industry/cat/post_1195.

　
　

htm
l

　

▪
メ
ー
ル

　
　

kikaku-chousei@
city.

　
　

shobara.lg.jp

　

▪
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

⑵
管
理
運
営
手
法

　

市
の
取
得
後
は
、
行
政
財
産
（
観
光
宿

泊
施
設
）
と
し
て
位
置
付
け
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
運
営
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
施
設
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
る
た
め
、
将
来
的
な
運
営
体
制
に

つ
い
て
は
、
観
光
施
設
の
経
営
に
実
績
や

経
験
を
有
す
る
事
業
者
の
参
画
も
視
野
に

入
れ
、
検
討
し
ま
す
。

⑶
取
得
後
の
収
支
見
込
み

　

専
門
家
に
よ
る
分
析
に
よ
り
、
洗
い
出

さ
れ
た
課
題
（
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
増
、
宣
伝
広
告
不
足
な

ど
）
に
対
し
、
必
要
な
改
善
策
を
講
じ
生

産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
売
り
上
げ

が
減
少
し
て
も
、
利
益
が
確
保
で
き
る
収

益
構
造
の
予
測
が
、
下
記
の
表
の
と
お
り

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
展
望

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
に
は
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
よ
る
宿
泊
ニ
ー
ズ
の
変
化

が
想
定
さ
れ
、
そ
う
し
た
需
要
に
対
応
で

き
る
施
設
の
あ
り
方
が
必
要
で
す
。

　

敷
地
内
の
遊
休
地
の
整
備
や
、
市
内
施

設
の
機
能
集
約
な
ど
、
観
光
客
に
と
っ
て

魅
力
的
で
、
市
民
に
と
っ
て
に
ぎ
わ
い
を

生
む
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
民
間
事
業

者
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
も
検
討

し
、
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
を
見
極
め
た

上
で
今
後
を
展
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

想
定
す
る
取
得
な
ど
の
費
用　
　
　

管
理
運
営
手
法
お
よ
び
取
得
後
の　

収
支
見
込
み

（
令
和
３
年
５
月
時
点
）

⑴
想
定
す
る
取
得
な
ど
の
費
用

　

現
時
点
で
、
日
本
郵
政
㈱
か
ら
の
売
却

価
格
は
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
、
他
の
自

治
体
で
の
類
似
案
件
に
お
け
る
実
例
、
運

営
事
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
参
考
に
、

次
の
と
お
り
想
定
し
て
い
ま
す
。

①
施
設
取
得
費
用

　
（
土
地
お
よ
び
建
物
な
ど
）

　

約
１
億
５
千
万
円

②
緊
急
修
繕
な
ど　

約
８
６
０
０
万
円

③
運
営
準
備
経
費　

約
３
千
万
円

④
合
計　

約
２
億
６
６
０
０
万
円

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
特
定
財
源
と
し
て
過
疎
対
策
事
業

債
※
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

※
過
疎
対
策
事
業
債
と
は

　

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
治
体

が
活
用
で
き
る
財
政
的
に
有
利
な
借
入
の

こ
と
で
、
事
業
費
へ
の
充
当
率
は
１
０
０

％
、
そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％
は
国
か
ら

の
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
の
実
質
負
担
は
30
％
と
な
り

ま
す
。

　「かんぽの郷庄原」の取得については、令和元年 11 月に日本郵政㈱から譲渡の打診を受けて以降、こ
れまで各種公共的団体への説明会や市民の皆さんから意見聴取を行いました。
　同時に、専門家による調査も実施し、取得の可否について慎重に検討を重ねてきました。
　また、この間、新型コロナウイルスの感染拡大が続き、本市においても、市民生活をはじめ、飲食・宿
泊業など、地域経済全体に深刻な影響を及ぼしています。
　現在においても、コロナ禍の収束はいまだ見通せない状況ですが、市内の観光事業者や関連事業者を含
めた地域経済や豊かな市民生活を守り抜くとともに、将来の本市を展望したとき、必要不可欠な施設であ
る「かんぽの郷庄原」を市において取得すべきと判断しました。
　この取得方針を踏まえ、市民の皆さんや各種団体などの意見を再度伺い、最終的な決断を行います。

収支予測の試算条件
　【売上高】
　① 下振れ：令和元年度と比較し、客室稼働率約 10％減
　② 標準：令和元年度と比較し、稼働率約 10％減・宿泊単価約 20％増
　③ 上振れ：令和元年度と比較し、客室稼働率同水準維持・宿泊単価約 20% 増
　【販売費および一般管理費】
　▪ 人件費：多能化による人材派遣費抑制・生産性向上による売上高人件費率の最適化
　▪ 光熱水費：設備更新による省エネ化（令和元年度の売上比率 18% から 16 ～ 17％に低減）
　▪ 広告宣伝費：プロモーションの強化（売上の３% を計上）
※受託業務手数料支払い前営業利益とは、日本郵政㈱に対する手数料（賃料に相当するもの）を支払う前の利益

広報しょうばら／ 2021.6　10 11　2021.6 ／広報しょうばら


